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リチウムイオン電池にいくつもの利点をもたらす固体電解質を用いた電池の全固体化であるが、

それを実現する際の最大の課題は、いかに実用的な入出力性能を達成するかということである。通

常は液体である電解質を固体に変えるのであるから、この課題の解決に必要なものは、何をおい

ても高いイオン伝導性を示す固体電解質の存在である。

リチウムイオンを伝導種とする固体電解質の開発は半世紀以上にわたって続けられ、その結果、

硫化物系材料におけるイオン伝導度は今や 10−2 S cm−1に達している [1]。この値は、現行のリチ

ウムイオン電池に使用される有機溶媒電解質と同等であり、リチウムイオン輸率の違いを考慮す

ると、有機溶媒電解質を凌駕するものである。このような固体電解質の開発により、固体電池の

出力性能は今や液体電解質を採用する現行のリチウムイオン電池を超えるものとなったといわれ

ているが [2]、この高い出力性能は固体電解質の高いイオン伝導度のみによって達成されたもので

はない。

固体電解質をはじめとするイオン伝導体は、その表面や異種の相と接した界面において、その

物質本来のイオン伝導特性とは異なったイオン伝導挙動を示すことがある。すなわち、いかに高

いイオン伝導度を示す固体電解質といえども、電極活物質との接合界面において、その優れたイ

オン伝導特性が保証されるわけではない。そのため、固体電解質のイオン伝導度を高い入出力性

能につなげていくためには、電池材料間の接合界面におけるイオン伝導現象を理解し、「ナノイオ

ニクス」と呼ばれることのような現象 [3]を制御していくことが不可欠である。講演では、固体電

池の実現に向けた、このような界面現象への取り組み [4]を紹介する。
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